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阪 急 電 鉄 株 式 会 社 

阪急阪神不動産株式会社 

 

「神戸三宮阪急ビル」が 
「ＤＢＪ Ｇｒｅｅｎ Ｂｕｉｌｄｉｎｇ 認証」を取得しました  

 

 本年４月２６日に、阪急電鉄株式会社と阪急阪神不動産株式会社の両社で開発した「神戸三

宮阪急ビル」がオープンしましたが、今般、株式会社日本政策投資銀行が企画・運営する「ＤＢＪ     

Ｇｒｅｅｎ Ｂｕｉｌｄｉｎｇ 認証」において、同ビルが３つ星（非常に優れた『環境・社会への

配慮』がなされたビル）を取得しましたので、お知らせします。 

 阪急阪神ホールディングスグループが所有する建物としては、本認証の取得は「阪急西宮ガーデ

ンズ」「ＨＥＰファイブ」「梅田１丁目１番地計画（大阪梅田ツインタワーズ・サウスのプラニング

への認証。２０２２年春に全体竣工予定）」に次いで４つ目となります。 

当社グループでは、「阪急阪神ホールディングスグループ サステナビリティ宣言」をもとに、

持続可能な社会の実現に向けて様々な施策を進めていますが、同宣言の重要テーマの一つである

「環境保全の推進」のために、これからも環境配慮型建物（グリーンビルディング）の拡大に取り

組んでまいります。 

 

【神戸三宮阪急ビル】 

 

 

 

 

 

 

 

 

                              

 

 

 

 

 

 

阪急阪神ホールディングスグループは、持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。 



■評価いただいたポイント 

１）Ｌｏｗ－Ｅガラスの採用、施設内照明のＬＥＤ化、共用部への人感センサーの設置、節水型の

水栓および便器の採用等により、施設の省エネ・省資源化を促進している点 

２）低層部の商業ゾーンの整備、複数の鉄道駅に直結するアクセス性の確保、オフィスワーカー 

  も利用可能な展望スペースの設置等により、利用者の利便性・快適性に配慮している点 

３）専用部に７２時間・１５ＶＡ／㎡の電源供給が可能な非常用発電機の設置、浸水リスクに備え

た防潮板の設置等により、施設の防災性を高めている点 

 

■「ＤＢＪ Ｇｒｅｅｎ Ｂｕｉｌｄｉｎｇ 認証」の概要 

株式会社日本政策投資銀行が２０１１年４月から開始した、環境や社会に配慮した不動産を評価

する認証制度です。本認証を通じて、環境・社会的側面が評価される不動産金融市場が整備・育成

されることを目指しています。 

具体的には、次の５つの視点により、評価は「１つ星」から最上位の「５つ星」までの５段階で

行われており、環境性能のほかに、オペレーション面も評価されることが特徴です。 

① 建物の環境性能 

② テナント・利用者の快適性 

③ 危機に対する対応力 

④ 多様性・周辺環境への配慮 

⑤ ステークホルダーとの協業 

 

以 上 

 

 



＜参考＞「神戸三宮阪急ビル」の概要 

２０１７年から、神戸阪急ビル東館の建替と隣接する阪急神戸三宮駅の高架下店舗のリニュー

アルを同時に進めてきましたが、本年４月２６日に、「神戸三宮阪急ビル（神戸阪急ビル東館と駅

高架下店舗をあわせた施設の名称）」として開業しました。 

 

 

 

神戸三宮阪急ビル 

神戸阪急ビル東館の建替 駅高架下店舗のリニューアル 

所 在 地 神戸市中央区加納町４丁目２番１号 

敷地面積 約７,１００㎡ 

延床面積 約２８,８５０㎡ 約５,５００㎡ 

構  造 鉄骨造（地下部：鉄骨鉄筋コンクリート造） ＲＣ造 

階  数 地下３階、地上２９階 地下１階、地上２階 

高  さ 約１２０ｍ  

主な用途 

ホテル「レムプラス神戸三宮」、オフィス、 

商業施設「ＥＫＩＺＯ神戸三宮」、 

阪急神戸三宮駅施設 ほか 

商業施設「ＥＫＩＺＯ神戸三宮」、 

阪急神戸三宮駅施設 

施設構成 

２９階：展望フロア、 

「ＥＫＩＺＯ神戸三宮」 
 

１７階～２８階：「レムプラス神戸三宮」 

  ４階～１５階：オフィス 

地下２階～３階：「ＥＫＩＺＯ神戸三宮」 

地下２階～２階：駅コンコース、 

         地下鉄への連絡通路 
１階～２階：駅コンコース 

 

 


